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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に食べ残した食餌を取り去り，3C）分の間に食事をすま

　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　す様に醤慣づけておいた。さてKo群は人工基礎食投

　摂取する食餌の組成が異なるに従い胃の勢細胞の分　　　与8日目の午前9時の給食前に全例約15分間以内に電

泌機能が異なり，このような分泌機能の相違が食物の　　　気ショックにより罵殺し，胃を摘出した。残りユ6群の

性質に特異的であることは，多くの研究渚により形態　　　90Nからの給食は対照群であるK群には今迄通りの

学的に分泌顯粒の消長の方面より，あるいはまた生理　　　人工基礎食，他の実験群すなわちP群には多蛋白質食

学的に酸分泌の方而より確認されている。しかしこの　　　（人工基礎fi　5g，カゼイソ3g），　S群には多糖質食

ような食餌の組成の相違が，胃の労細胞の無糸核分裂　　　（入工藩礎食5竃，澱粉39），F群には多脂質食（人工

および二核細胞数に如何に影響するかについての研究　　　基礎食59，マーガリソ39）をそれぞれ午前9時に与

は私の探索した所では行われていないようである。　　　　え，対照群，実験群ともに9時半に食べ残しを取りま

　私⑩⑳⑳⑳⑳はこれ迄の数篇の研究において，ご核　　　つた。K1，　P1，　S　1，およびF1の各群（総括して［

細泡と細胞機能との間には密接な関係のある事を報告　　　と呼ぶ）はその口の午前11時10分からユ2時20分までの

したが，食餌の種類がこれら細胞数に如何なる影響を　　　1時間10分の間に嘱殺したのであるが，その屠殺の順

持つかを知るために三大栄餐素を主とした多蛋由質　　　序は各群からユ例ずつ交互に行つたのであつて，例え

食，多糖質食，多脂質食を投与したラッテ傍細胞にお　　　ば1〈　tb　Pn，　Slh　Fll，　KI　L，　Pコ2－”Sl　r，　Fl　r，

ける無糸核分裂および二核細胞の出現率の変動を観察　　　のように行い材料を採取した。このようにしたのは

したところ，細胞機能と関係のある興味ある結果をえ　　　1群ずつまとめて屠殺すると群によつて屠殺の時刻が

たのでここに報告する。　　　　　　　　　　　　　　　異ることXなり，時闘的変動が群間の差として現われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るおそれがあると想像されるのでこれを防ぐためであ

　　　　　　爽験材料および方法　　　　　　　　　　　る。これらの材料を採取した時刻は給食後2時間から

　体重幽150gのwistar系ラッテ85匹を1群5匹ずっ　　　3時間ぐらいに当っている。このころは私の前の実験

とし，人工基礎食を与えた対照5群（K｛｝，K1，恥，　　の成績よりすると，無糸核分裂および：核細胞の数が

K：bK愚），多蛋自質4群（Pl，P2，P．9，P4），．多　　　最も多い時ではないが，それでもなお相当に多く見ら

糖質4群（Si，　S2，　S　tl，　S　．t），多脂質4群（Flt　　れる時であるので今回の実験でこの時間をえらんだの

F2・Fa，　F4，）の計17群に分け，同一群に履する個　　、である。残りのエ2群にはそれぞれ基礎食叉は上述の各

体に更に1より5までの添字を附し1〈【01，Kl｝2－一・　　実験食を挺に与えて飼い続け，実験食投与5日目に給

Ko5のごとく名づける。全群とも実験開始前の8日間　　　食後の午前11時10分から12時20分までの間にK2，　P2・

は毎朝午前9時に人工基礎食（澱粉3．　04，庶糖0．50，　　S2，　F：，（総括して［と呼ぶ）の4群を，又10日目に

ヵゼイソ0．？35，肝油0，50，Mc漁0．10，寒天0．10，　　はK2，　P：1．　S：］，　Fa（皿）の4群を当日の給食直前、

オリザニソltC　O　・　025，水5・0）109を与え・午前9時半　　の午前9時より9時42分までの間に，そしてK4、　Pd．，
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S．i，恥（W）の4群を給食後2時間より2時間32分　　　を各群の平均値を以つて示すと図L，2の様になる。

の間にいずれもかつてK1，　P1，　S1，　Ft（1）群に　　　この表および図から見ると，二核細胞数は基礎食およ

おいて試みたと同様の順で屠殺し胃を取り出した。　　　び三大栄養素食を与えた場合に共に5日目に高い価を

　組織の一部はFormalinで固定しParaffin包埋の　　示し，10日目では食前には価は低い力喰後にはまた高

連続切片を作つてH－E染色を施し，他の大部分は昆　　い価となつている。栄養素による差をみると多脂質食

持等⑰の方法により細胞分離永久標本な作製しtF。こ　　群では対照の入工基礎食群の場合とほとんど同じ様な

の切片標本を参考にLながら分離標本で1例について　　変動を示しているのに対し，多糖質食群では始めから

i芳細胞をtOOO個ずつ数え無糸核分裂，二核細胞の出現　　　対照との間に差が見られ・これは10日の食後にもかな

率を求めた。　　　　　　　　　　り顕著である。しかし10日の食前空腹eevこは差は殆ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど示さない。次に多蛋白食群は給食1日目では対照と

　　　　　　実験成績と考察　　　　　　　　　　　　　　の間に差は認められないが，5日目になれば多糖質食

　各群における労細胞1000個中の無糸核分裂および二　　群の場合と同様の価を示して対照群と相当の差をあら

核細胞の出現頻度を実数として表1に示す。またこれ　　　わし，10日の食後では多糖質群よりも高い価を示す傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向がある。しかしこの場合も10日の食前では対照群と

　表1各種の食餌飼養の際に見られた二核細胞　　　　の開にほとんど見るべき差は示さない。

　　　　および無糸核分裂の数

（細胞1000個：1：1の実数）
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そのものの数が非常に少ないのであるから，推計学的　　　　表4対照群と実験群との間の差の有意性の関係

の考察を加えるまでもなく差が有意であるかどうか疑　　　　　　　　　　　（二核細胞）

わしい，唯10日目の食前の群においては実験，対照群

ともに低位を示していることだけは確かである。　　　　　unmamut
以上は主として図で考えてみた蘇であるカ、，t、2z　K1

　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〈L）
を推計学的に考察してみた。即ち栄養素の差による要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K3
因Nと時聞的経過による要因Tの二要素による出現率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K4
の変動よりして表2・3の如き要因分析表を得る。こ　　　　Fl

の結果二核細胞については要因Nならびに要因Tによ　　　　F2

る変動の分散比がそれぞれFs＝＝122．45，　Fs　＝369．41　　　F　：1

で共に1％の危険率で有意である。更に交互作用も　　　F4

Fs・・23・17で1％の危険率で有意である。又無糸核分　　　　S1

裂においてNおよびTの分散比はそれぞれFs　・1．4・5，　　　S2

F・…1．55で時間による相違のみが5％の危険率で有　　Ss

意となり食餌の種類では有意の差は認められない。　　　　S　’l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P2
　表2　　無糸核分裂出現率の要因分析衷　　　　　　　　　P3

F

　　N

　　T

　NXT
B（NT）

ss

4．35

4．65

1、80

35，60

・・　lM・　　P　’L

　　　　tl－1＝r　3

　　　　4－1＝r3

（4－1）（4－1）＝＝　9

4×4（5－1）＝＝94

1　’・〈・　1・・

卦

十

十

十

朴

十

一H

十

N・・146… 4x4×5－1＝79

十

十

K引・硝K・

十

十

1．45　　　　十ト……1％の危険率で有意の差のあるもの

1．55＊　　　　＋・一・5％の危険率で有意の差のあるもの

0．20　　　　－……有意の差のないもの

旦55

がある。しかしこの多糖質群でも10日の食前（Sa）と

食後（Sののものは対照群との間に有意の差を認めな

表3　　二核細胞LLI現cXの要因分析表　　　　　　　・い。次に多蛋白食群では1日目の食後（P1）および10

F

　　N

　　T

　　NT
B（NT）

NTB

rSsl・・1竺・．騰瓢P81穐，脇欝膿慧
367．34　　　　　　　　　4－1＝　3

1108．24　　　　　　4－］．＝3

208。51　　（4－1）（4－1）＝　9

414．40　　　4×4　（5－1）嵩64

・・98・4gい・…－1・・79

12245＊＊ @　　（Kt］，　Kのとの闘にそれぞれ有意差が認められる。
369・41’k：lt @K。群と鮮との間には，上述のように臆嵯1よな
23．17＊＊

　　　　　　　いのであるが，これらの群はすべて食前空腹時である
　6，48
　pm『rm　　　という共通点を持つていることを注国しなければなら

　　　　　　　ない。従つてK，㌃群とIE群を構成するFs，　Ps，　Ss

　　　　　　　群との間に有意差がないことも同様の共通点と関係が

　上記の数学的検討は，二つの要因について概括的に　　　あるものと考えられる。

行われたものであるから各々の群の間の差については　　　要因分析において，時間的変動が有意になつている

きめられないものである。そこで差が有意であつた二　　　のは圭ee　10日目の給食前と給食後の閲に大きな変動の

核細胞において各期における対照群と爽験群との閻の　　　あつた事に起因すると思われ・また食餌の種類と与え

関係についてF分布を使つてしらべてみた所，衷4に　　たEl数との交互作用も有意になつているのは，多蛋白

示す様な結果を得た。即ち実験に入る前のK⊂D群と他　　　質だけが10日口の食後に対照群との間に有意の差をあ

群との間には】E群（1〈3，Fs，　Pb，　S，a）を除いてす　　　らわした事と，多糖質食だけが1日目に対照群と有意

べて有意の差がみられる。そして同じ時期における対　　　の誰を示した事とによるものである。

照群と実験群との間の関係としては，対照群と脂肪食　　　49；糸核分裂においては，時聞的要因のみに変動を示

群の間にはすぺての時期において有意の差はないが，　　　しているが，これは10日目に1日，5日F，1とは異つて

多糖質群では1日の食後（Sl）と5日の食後（S2）が　　　食前の群があり，この群は他の食後の群とは違つてと

共に同じ時期の対照群（K・，K2）との間に有意に差　　　くに少ない数を示したためであると考えられる。
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　　食餌組成の相違による二核細胞の閏現については，　　　る。

　Arap。w①およびMtinzer⑫が肝細胞で脂質，蛋白　　　次に糖質については，後藤④は同氏が蛋白質につい

　質，糖質を単独に投与したところ二核細胞数は脂質が　　て行つたのと同様の実験において，澱粉を与えるとか

最も多く鎚質，糖質の順に少なし、事を燃しSk　なりの職分泌が起る事を認め，＝宮⑬は†儲をラッ

　No61⑮は同様の実験で二核細胞の数は蛋白質，脂質，　　テに与えて，習液遊離塩酸の分泌を案験し7cecに・甘

　糖質の順に少なく見られるといつている。百瀬＠は私　　諮の外皮を除去して，いわゆる実汁だけを注入した時

　胴様嫉験をしたのであるが，無糸1亥分裂および二　に懸分泌撮，が増加す糠をのべている．州崎⑳は上

　核細胞の数｝’cは有意の差を認めていない。この様に肝　　　記牛乳を用いた同氏の実験と同じ方法で，窺湯を投与

　細胞については食餌の種類による変動に関し多くの人　　　した時に牛乳程ではないが，胃液の分泌蚤が増すのみ

　々の研究が貝，られるのであるが，その結果は区々であ　　　ならず塩酸分泌も促進される事を記している。そして

　る。膵細胞については大久保⑲の行った実験がある。　　　井上・有光⑧はラツテに藤糖を過剰投与した時の劣細

　それによれば釧旨質禽多糖質食多蛋陶質食の順に　胞の微細構造を研究し，投与の初期には労弄阻鞄の所見

　無糸核分裂および二核細胞の数は少ないと云う。胃の　　は平常時と大いに異なることはないが，11日目頃にい

　勢細胞に関しては，しかしこの種の二核細胞数および　　　たれば細胞が萎縮状態に陥いる事を認めている。

　無糸核分裂の数についての実験は，私の探索したとこ　　　　最後に脂質については，倉持⑩は胃痩犬を用いてオ

　ろでは行われていないようである。もちろん陛芳細胞　　　レーフ油を投与した爽験において，胃液における遊

　の分泌機能と食餌との関係については，多くの研究が　　　離塩酸および酸度は30分（・45分で減少著しく，4時間

　なされている。以下文献的に考察を試みる。　　　　　　に至るも酸度は旧に復さないことを認め，堀内⑥は

　　蛋白質は胃内に比較的長くとどまり，』ll1分泌を充進　　Pavlov犬を用いての実験で，脂肪は頗る軽微な胃液

　せしめる作用をもっていると云われているが，後藤⑤　　　分泌作用を有するのみであると記し，藤江・重栖⑦は

　は犬で10％カゼイソ溶液を150cc空腹時に与える…慧験　　　ゴーマ油をラツテに注入して，勢細胞の分泌について実

　においてt遊離塩酸および総酸度は投与直後から1時　　　験すると分泌放出は一時旺盛になるが・60分後には平・

　閥位の間は対照の水のみを投与したものと大差なく，　　　静にかえるとしている。しかし後藤⑤は同氏の蛋白質

　むしろ対照の方が多塁に排出されるものであるが，　　　および糖質におけると同…実験で脂肪投与も牙泌を旺

　　1時聞半以後においてはカゼイン投鋳の方が多くなっ　　　盛にさせるものであると述べている。

　て両者の間に相当の差を示してぐる事を認めてV』・る。　　　以上丈献から考察するに，蛋白質および糖質を与え

　　また上記10％カゼイン溶液150cicと馬肉1009を同時　　　た場合には2時間後においては細胞機能が活議である

　に与えた爽験においても同様の報告をしている。酉・　　　が，脂質の場合には一一部活性を認めているも2時間後

　大竹⑭は肉エキスおよびペプトソを愕内にλれて，胃　　　には平静にかえると考えられているoこれ等の所見は

　液分泌が充進する裏を実験し，これは醐交感神経の介　　私の今回の実験で得た二核細胞数の増減と考え合わせ

　在を必要とせず，i胃粘膜の分泌細胞に直接作用して糊　　　て興味ある事実である。と云うのは私の実験では食後

　液分泌を促進するものであると記している。霊栖②は　　　に材料を採取したものは，すべて食後2時間ぐらいを

　　ラツテを使つて、食餌中の蛋白質の鐙の相違が1要1の勢　　　経過していたのであるが，蛋白質食および糖質食のも

　細胞にどんな変化を与えるかの細1騨的実験でeo％蛋　のは対照に1・ヒ較して・ゴ鋪飽の数が有意に増加して

　　白質を含む食餌を投与した時には，1回の投与にょり　　　いたものが多いのに反し，脂質食ではすべて対照食の

　投与後2～3時間迄は分泌願粒新生が多く，以後24時　　　ものと有意の差を示さなかつたからである。更に何故

　　間の閥は放出の多くなるのを謝め，また10回投与した　　　に脂質食の場合に対照食と有意の差を示さなかつたか

　　ものでは始め放出が多く，2時，聞1雛な才u紛泌物新　について叛られることは胡剛∫が胃においては靴

’　生に変り，それ以後は再び放出が多くなる琳を記して　　　されないこと，っまり勢細胞より分泌される塩酸によ

　　いる。Oberhelman等⑩はHeiden1ユain氏胃癒犬の　　　つて直接に影響を受けないことである。塩酸によりぺ

　　実験により蛋白質を投与すると，塩酸分泌は盛んにな　　　プシノーゲンは賦活されてペプシソとなり，蛋白消化

　　り多量の間液が排1±1され，この際低分子蛋白よりも高　　　に役立っことはよく知られている辮実であるから，勢

　　分子蚤白の方がいつそう強い幽門洞刺戟を発撮しひい　　細胞は蛋白質消化と深い関係にあるが，脂llノ∫は胃にお

　　ては分泌を促進する作用があると述べている。そして　　　いては消化されないで，十二指腸に至つて始めて分解

　　州崎⑳は人間を使つての突験で，牛乳は最も塩酸分泌　　　されると考えられるから，勢細胞は脂肪食によつても

　　および胃液分泌を盛んにするものであるとのべてい　　鷹接の影響を受けないと考えてもよいと思うのであ
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る。但し糖質食の際にも，労細胞の二核細胞数が有意　　　変動は有意でないのに，時間的要因によるそれは有意

に増していることを如何に解釈すべきかについては最　　　である。しかしこれもまた上述の二核細胞の際に認め

も苦慮したところである。糖質の加水分解どいうこと　　　られた原因によるものと考えられるから，とり立てX

も考えてはみたが，体温程度でこのようなことが起る　　　意義あるものとは云えない。

かどうかさえ疑問であるから，これは大いに疑わし

い．とすれぼ。れ睡灘泌を促す・とだけ購かな　　　編および繍
ようであるから，多景の唾液と共にこのような多糖質　　　　ラツテ85匹を17群に分ち，人工基礎食で8日間飼い

食が胃に入ったための単なる刺戟による勢細胞の反応　　　ならした後1群を8日目の食前に屠殺，残りの中の

とでも解釈してもよいかも知れない。なお井上・有　　　4群を人工基礎食，4群を多脂質食，4群を多蛋白質

光⑧の糖質（蕪糖）を与えたi奨験において長期間投与　　　食，4群を多糖質食で引き続き飼育した。これらの中

によ．り劣細胞が萎縮するとの結果は，私の今回の実験　・　で飼育第1日，第5日の給食後，第10日の給食前と給

において多糖質食のものが10日目に対照郡との閲に有　　　食後に各食餌につき各1群ずっ屠殺して，労細胞を細

意の差を生じなくなったという成績と何等か関係があ　　胞分離永久標本に作製して無糸核分裂数および二核細

るのかも知れないと思う。多糖質食の際には最初の給　　　胞数の変動を観察した。

食（1日口）の後に対照と有意の差を示したのに，券　　　　その結果多蛋白質食と多糖質食においては，ご核細

細胞の機能と最も密接な関係にある多蛋白食の場合に　　　胞数は増加し，多脂質食では対照に比し有意の増加を

1日目には対照靴の間に儲の差がなかつた事も疑　示さなかつた・そして食事の前と後とで鷹繕分裂

問の一っである。しかしよく結果を考察してみると，　　　および二核細胞の数が有意に差を示す事が見られた。

胃の粥醜磯能と最も密撫関鰍こある蛋蝋鴫　　以上の蝦より・胃の蜘胞に見られるご核欄の
む食餌を与えた場合には，二核細胞の数は投与第1日　　数は食事摂取により有意に変動するのみならず摂取す

には対照群に比し差が有意でないのに，給与後のもの　　　る食餌の種類によつても異なり，細胞機能とも密接な

にいつて観察する「 ﾆ，日数を経るに従つて差が顕著に　　　関係にあることを知つた。

なり論灘なる傾向があ…れに反し瀬略む　鞭終。醐み，御翻なる御指轍賜り徽閲・
食餌を与えた場合には，投与第1日には顕著であつた　　　蛍を執られた尾持教授に深謝致します。

差も，10朋には有意の差を示さなくなつてしまう圏 @傭本論嬢旨の一部は第20醐勅方会において
ことに気が付く。このよちなことも勢細胞の本来の機　　　尾持教授により発表された。

能と何かの関係を示唆するものと考えてよいかと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

う。

　いずれにしても，今回の実験の結果がいわゆる典型　　　①Arapow・A・B・：Contribution　h　1’6tude　des

的教科誤的でなく，いくらか不明確な点があることは・　　cellules　h6patiques　binucl6aires・Arch・des　sci一

明かである。しかし本実験が蛋白質，，糖質，脂質単独　　ences　bi・1。g．　publi6s　p．1．　Inst．　Irnp．　de　Med．

の食餌で長1胴飼育した場合に起り得べき悪影響を恐　E・p6・・aSt・P6ter・b。・rg・8・184，1901（zit・　n・

れ，これを避けるために人工基礎食に蛋白，糖質，脂　　Mtinzer）　　②重栖孝康：食餌中の蛋白質量と胃腺

肪を混入した多蛋白質食，多糖質食，多脂質食による　　　細胞機能との関係に就ての実験的研究皿周腺壁細胞

ものであることも，結果を不明肖にした理由となつて　　　についてArch・hist・　jap　10：565，1956　③後藤

いるのかも知れない。しかし，いずれにしても偏よつ　　　塞行：諸種物質の胃液分泌に及ぼす影響に関する実験

鹸餌の種類により蜘1胞の二核恕鞄の数に何等かの　的研究第一備職毎質（含水麟）の影響熊本医学会

影響を与えていることだけは確かである。　　　　　　　誌12：22，13，　1936　④後藤基行；諸種物質の胃液分

　次に時間的要因による変動が有意であることについ　　泌に及ぼす影響に関する実験的研究　第二篇　蛋白質

ては，給食10日目に食前のものと食後のものがあるの　　　の影響熊本医学会誌12：2263，1936　⑥後藤基行：

が大きな理由であろうと思われる。食前と食後とでは　　　諸種物質の胃液分泌に及ぼす影響に関する実験的研究

二核細胞のtw・t／Cかなりの差があることは，私のこれま　第三篇脂質の影響熊本医学会誌13・89，1937

での研究でも明かになつているところであるから，こ　　⑥堀内成名：各種酸類の胃液分泌に対する実験的研究

の時間的要因による変動はいわば当然のこと」謹えよ　　3）脂肪酸および脂肪類の影響　大阪医学会雑誌31：

　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　4213，1932・　⑦藤江嘱夫・重栖孝康；胃壁Ho「mon

　無糸核分裂の数は少ないために，食餌の種類による　　ProdUctinが＋二指腸上皮に及ぼす影響について
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．A． 窒モ?C　hist．　Jap，6：263，1952　⑧井上覚永・有光　　　damental　food　for　8　days　and　on　the　last　day

琴夫：粥底腺．被覆細胞の微細構造　5）過剰藤糖投与　　　of　feeding　the　animals　of　one　group　were　sac・一

時に於ける所見　大阪医学会雑誌　35：1245，1936　　　rlficed　before　the　mea1．　The　other　animals　of

⑨lvy　Grossmann＆Bachrach：Peptic　ulcer．　　16　groups　were　divided　then　ih　4　parts　accor－．

TIle　Blakiston　co．1950　⑩倉持寛一；消化液分泌　　　ding　to　the　kinds　of　food　they　are　fed，　that　is，

　の実験的研究　（5）　空腸内に投与せられた脂肪の膵　　　4groups　to　be　fed　on　artificial　fundarnental

液分泌に及ぼす影響，岡じく胃液．分泌に及ぼす影響　　　food，4groups　on　protein　rich，4groups。n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　日本消化器病学会30：505，1931　⑪百瀬節生：肝　　carbohydrate　rich　and　4　groups．on　fat　rich

細胞の無糸核分裂に関する研究　（V）食餌の相違に　　food，　On　the　next’daY（that　is，　the　first　day

　よる細胞分裂数の変動　信州医誌　8：609，1954　　　　　0f　feeding　by　these　special　foc：ds）and　on　the

⑫M伽zer，　F・Tb：Experimentelle　Studien　iiber　　fifth　day　animals　of　one　gr。up　from　each　part

die　Zwe｛kernigkeit　der　Leberzellen．　Arch．　mik－　　　were．sacrificed．　after　meals．　On　the　10th　day，

「osk・Anat・104：138，1925　　⑬二営八郎・他：二。　　animals　of　one　group　of　each　part、were　sacri．d

三常用果実および甘諸の冑液酸度に及ぼす影響2）特　　　ficed　bofore　and　one　after　meals．　The　sto一

に夏密柑，蓬莱非i1’，金柑，林檎及び甘諮の胃液酸度に　　　machs　from　each　sacrificed　animal　w「ere　soal〈ed

　及壱ます影響（会）　　日本消イヒ機病学会言志　40：233，．　　　　in　Ranvier’s　l／a　alcohol　and　served　to　prepare

ユ941　⑭断　貞雄・大竹藤一：肉エキス及びグリコ　　the　permanent　preparations　of　isolated　parie一

　コル等による胃液分泌の転機に就て　日本医科大学雑　　　tal　cells　according　to　the　method　by　Omochi

誌　2：203，．1931　　⑯NoEl，　R，；Sur　1’6tat　binu－　　et　al．

c166　des　cellules　h6patiques．　Comp．　Rend・Soc・　　　　The　number　of　amitotic　figures　and　that

Biol．88：2ユ2，1923　　⑭Oberh61man，　H．　A．　　of　binucleate　cells　in　1000　cells　for　each．animal

et　al：Physiology　of　gastric　antrum．　Amer・　　was　calcu！ated　and　thus　the　variations　of　frequ－－

J．Physiol．169：738，1952　⑪尾持昌次・他：細胞　　　ency　were　observed．　The　results　obtained　are

分離永久標本作製法　第4報　解音il誌　33：20，1958　　as　follows．

⑱大久保幹雄：食餌の相違による膵細胞の無糸分裂数　　　　　In　the　animals　fed　on　protein　rich　food，

　の変動．信州医誌　9：626，1960　⑩島村和央：ヒ　　　which　is　considered　to　make　the　function　of

　　ト胃勢細胞の核分裂数と遊離漁酸と．の関係について　　　　the　cell　more　acti▽e，　the　number　of　the　blnu一

解剖誌　32：634，1957　　⑳廊村和・夫：Histaminお　　　　cleate　parietal　cells　was・noted　to　increase　on

よびBenzylimidazolinがラツテ胃磐細1抱の細胞分裂　　the　fifth　and　tenth　day　of　feeding　after　meals，
　　　　　　　　　　　　　　　lにおよぼす影響解剖誌33：250，1958　　⑳島村　　．white　in　those　on　fat．　rich　food　no　significant

和夫：食餌によるラツテ胃勢細胞の細胞分裂数の変動　　　increase　was　observed．　In　the　animals　fed　on

．解剖誌　33：358，1958　．⑳島村和夫：冬期および　　　carbohydrate　rich　food　however，　also　the

夏期におけるヒキガエル胃腺細胞の無糸分裂数の変動　　　1」umber　of　such　cells　increased　on　the　first

解剖誌34：4jg，1959　　⑳勘村和夫：イヌ劣細胞　　　day　even　it　increased　not　significant1y　on　the

の胎生．期一1【艀L期および哺乳後における無糸核分裂数　　　tenth　day，

　と二核細胞数の変動について　解剖誌　34：703，195g　　　　Before　and　after　meals　the　nurnber　of

⑳州崎四朗；数種試験食による胃液酸度に就て　実験　　　amitosis　and　that　of　binucleate　cells　was　o匪）ser一

　消イヒ碧鼻挿i学　　4：289，　1929　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ved　to　vary　significantly．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frorn　these　results　the　author．censiders

　　　　　　　　　　　ABSTRACT．　　　　　　that　the　vari。ti。n，。f　f。eq・，n・y・f　binucl。・t。

　　　　Eighty　five　rats　of　the　Wista’r　strain，　each　　parietal　cells　of　stomach　are　closely　concerned

weighing　150　gms　and　be・ing　divided　in　17　groups　　　with　the　function　c）f　the　ce11．

　five．per　one　group，　were　fed　on　artificial　fun－・　　　　’


